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2024 年 4 月 26 日（金）現在 

第 71回 九州児童福祉施設職員研究大会（長崎大会） 

開 催 要 綱 

＜大会テーマ＞ 

 

 

１．趣旨 

 昨今、こどもたちを取り巻く環境は目まぐるしく変化している。制度という観点から見れば、

2016 年の児童福祉法改正により“権利の主体としての子ども”を中心とした社会的養護への転

換が示され、それを具体化するものとして発表された「新しい社会的養育ビジョン」では、こ

ども・子育て支援と連携した在宅支援と、家庭養育を優先とする代替養育への転換が求められ

た。2023 年 4 月には「こども家庭庁」が新設、また「こども基本法」も制定され、こどもたち

を見守り育てることへの“制度上”の整備は強化されてきている。 

しかし、こどもたちの生活に目を向けると、予想もしなかった「新型コロナウイルス感染症」

の流行による新しい生活様式への移行や、オンライン授業など学校生活の変化、物価上昇での

生活苦など、取り巻く環境の変化に伴う多くの問題が減ることなく実在しているのが現状であ

る。 

  この第 71 回大会では、「こどものウェルビーイングの実現」をテーマとして掲げる。「ウェル

ビーイング（Well-being）」とは「健康で幸福な（良好な）状態」のことを言う。では、こども

たちの「ウェルビーイング」のために私たちにはどのようなことができるだろうか。代表的な

例とすれば、都道府県で配置が進められている、こどもの意見を代弁する「意見表明支援員」

（アドボケイト）が挙げられる。また、その他にも各機関・施設において、直接的・間接的な

「ウェルビーイング」を保障する取り組みがなされていることだろう。 

そこで、本大会では、社会的養護の中核である児童福祉施設職員として、こどもたちの「ウ

ェルビーイング」について再認識し、質の高いケアを提供することができるよう意見を交換・

研究討議を行うことで、“こどもが幸福と感じる”「ウェルビーイング」の実現のために児童福

祉施設が担う役割を社会に発信したい。 

 

 

２．主催 

九州社会福祉協議会連合会、九社連児童養護施設協議会、長崎県児童養護施設協議会 

 

 

３．後援 

長崎県、佐世保市、全国社会福祉協議会全国児童養護施設協議会、長崎県社会福祉協議会、 

佐世保市社会福祉協議会 

 

「こどものウェルビーイングを実現する」～こどもが幸福だと感じるために～ 
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４．期日 

 2024（令和 6）年 6 月 11 日（火）～13 日（木） 

 

 

５．会場 

【1 日目】 2024（令和 6）年 6 月 11 日（火） 

【3 日目】 2024（令和 6）年 6 月 13 日（木） 

 「アルカス SASEBO 中ホール」 

〒857-0863 長崎県佐世保市三浦町 2-3 TEL：0956-42-1111 

※会場の中ホール内での飲食は“不可”となっております。ロビーや屋外にて飲食をお願

いします。 

※アクセス方法は、こちら（https://www.arkas.or.jp/?article=access）もしくは QR コー

ドからご参照ください。 

 
 

 

【2 日目】 2024（令和 6）年 6 月 12 日（水） 

「ハウステンボス タワーシティ・ホテルヨーロッパ」 

  〒859-3292 長崎県佐世保市ハウステンボス町 1-1 TEL：0570-064-110 

※ハウステンボス駐車場・入国までのアクセスは、こちら（https://www.huistenbosch.co.

jp/access/）もしくは QR コードからご参照ください。 

   ※ハウステンボスへの入国時（コンベンション受付・ハーバーゲート通過時）には、専用

の「1DAY パスポート」の提示が必要になります（大会 2 日目のパスポートは大会参加

費に含まれています）。大会第 1 日目配布のコンベンションバッグに同封しておりますの

で、大会第 2 日目にお忘れないようご持参ください。 

※大会第 2 日目にお車でお越しの方は、「第 1 駐車場」に駐車をお願いいたします（駐車場

代として別途¥1,000 が入庫時に必要となります）。 

  

アルカス SASEBO への 

アクセス QR コード 

ハウステンボスへの 

アクセス QR コード 

https://www.arkas.or.jp/?article=access
https://www.huistenbosch.co.jp/access/
https://www.huistenbosch.co.jp/access/
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６．大会日程 

１）第 1日目（6/11(火)）会場：アルカス SASEBO中ホール 

 
  11:00  12:00  13:00   13:50  14:00      15:00  15:10     16:10  16:20    17:20 

   

各
県
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者
会
議1 
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付) 

開
会
式
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(

休
憩) 

中
央
情
勢
説
明 

(

休
憩) 

基
調
講
演 

(

休
憩) 

記
念
講
演 

 

（１）1 日 目 受 付 12:00～13:00 

※会場の都合により、12:00 以降でなければ入場はできません。 

※6/1(土)以降に各自で印刷されました参加券の中から、「大会 1 日目参加券」をご持参

ください（コンベンションバッグとお引換いたします）。 

 

（２）開 会 式 典 13:00～13:50 

① 開会の言葉 ― 長崎県児童養護施設協議会 会 長 峯 真保史 

② 児童憲章朗読  

③ 主催者挨拶 ― 九社連児童養護施設協議会 会 長 上村 宏渕 

④ 来 賓 祝 辞 ― 長崎県知事      大石 賢吾 氏 

佐世保市長      宮島 大典 氏 

⑤ 来 賓 紹 介  

⑥ 表 彰  

⑦ 被表彰者謝辞  

⑧ 閉会の言葉 ― 長崎県児童養護施設協議会 副会長 川添 聡 

  

（３）中央情勢説明 14:00～15:00 

講 師：こども家庭庁 支援局 家庭福祉課 課長補佐 武居 貴裕 氏 

 

（４）基 調 講 演 15:10～16:10 

講 師：全国児童養護施設協議会 会長 桑原 教修 氏 

 

（５）記 念 講 演  16:20～17:20 

演 題：「長崎県の児童養護～明治から戦後混乱期の歴史を中心に～」（仮） 

講 師：児童養護施設マリア園  施設長 赤岩 保博 氏 

 

※会場の都合により、18:00 までには中ホールより退館願います。 

 

  

 
1 第 2 回九州各県代表者会議をアルカス SASEBO 大会議室 C にて、11:00～12:00 に行います。 
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２）第 2日目（6/12(水)）会場：ハウステンボス タワーシティ・ホテルヨーロッパ 

 
 9:00  9:30 9:45        12:00   13:00              16:00  17:15  17:30    19:30 
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★佐世保駅前→ハウステンボス団体バス駐車場までの貸切バスは 08:10～08:40 に順次出

発いたします。 

※08:45 以降も、JR 九州・西肥バスともにハウステンボス方面に向けて運行されており

ます（ダイヤにつきましては、春のダイヤ改正後にご提示いたします）。 

 

（１）2 日 目 受 付 09:00～09:30 

※大会第 1 日目にお渡ししましたコンベンションバッグ内に入れておりました「1DAY

パスポート」をコンベンション受付にてご提示ください。 

※コンベンション受付→研究部会会場まで徒歩 15 分ほど要します（基本的には徒歩

移動でお願いいたします）。徒歩移動が難しい方につきましては、大会申込時に大

会事務局までご連絡ください。 

※できるだけ早めに受付をお済ませください（受付は 9:30 で終了いたします）。受付

時間終了後は、ハウステンボス入国インフォメーションにてお問い合わせください。 

 

（２）研 究 部 会 09:45～16:00（12:00～13:00 昼食休憩） 

※6/1(土)以降に各自で印刷されました参加券の中から、「研究部会参加券」を各部会受

付にてお渡しください。 

※研究部会の詳細については、６．３）参照ください。 

 

（３）意見交換会 17:30～19:30  

※6/1(土)以降に各自で印刷されました参加券の中から、「意見交換会参加券」を受付に

てお渡しください。 

 

★ハウステンボスの閉園時間は、21:00 となっています。佐世保市街地ホテル・場外ホテル

宿泊の方については、閉園時間までに出国ください。 

★ハウステンボス団体バス駐車場→佐世保駅前までの貸切バスは 20:00～21:00 間に順次

出発いたします。 

※21:00 以降も、JR 九州は長崎市・佐世保市内方面に向けて、西肥バスは佐世保市内方

面に向けて運行されております（ダイヤにつきましては、春のダイヤ改正後にご提示

いたします）。 

 

  

 

★研究部会・シンポジウムにおいて登壇いただく先生方につきましては、事前の打ち合わせをお願い

したく考えております。 
2 部会会場到着後～09:45 間に打ち合わせを行います（打合せ会場は別途連絡いたします）。 
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 本大会は、大会第 1・3 日目と大会第 2 日目で会場が異なることから、佐世保駅前 ⇔ ハウス

テンボス間で貸切バス用意をしております（費用は参加費に含まれています）。所要時間は 30

～40 分となります。ご利用予定の方は、「11.申込について」記載の名鉄観光専用 HP にて申込

をお願いいたします。なお、自家用車ご利用の方の駐車場費用については、本大会から支出い

たしません（各自負担となります）のでご了承ください。 

佐世保駅前・ハウステンボスの貸切バス乗り場は以下の通りです。 

【佐世保駅前 貸切バス乗降車場所】 

佐世保駅 エスプラザ前● 

08:15～08:40間に順次出発いたします。 

 

【ハウステンボス 貸切バス乗降車場所】 

ハウステンボス 団体バス駐車場（❽がコンベンション受付・❺が出国） 

20:00～21:00間に順次出発いたします。 

 

  

大会第 2日目 佐世保駅前⇔ハウステンボス間の貸切バスについて 
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３）研究部会の内容について 

（１）第 1研究部会 

＝ テーマ ＝ 

『社会的養護の歴史的背景から、現在・未来の姿を考える』 

 

＝ 趣旨 ＝ 

九州は全国に先駆けて、明治期から社会的養護施設の礎となった事業が展開されている。

長崎においては 150 年近い歴史を持つ児童養護施設が 4 か所存在する。現在・未来の姿を

考える上で忘れてはいけない社会的養護の「原点」について振り返り、先人達から受け継

いだバトンをどう未来に繋ぎ、発展させていくか考察する。 

 

＝ 論点（キーワード） ＝ 

○先人の思い 

○宗教の役割 

○社会的養護の基本的なあり方 

 

＝ 実践発表者 ＝ 

中村  圭作 氏（児童養護施設奥浦慈恵院 自立支援担当職員） 

池田 伊津子 氏（児童養護施設済昭園 児童福祉部 部長） 

 

＝ 幹事 ＝ 

入口  里子 氏（児童養護施設奥浦慈恵院 施設長） 

 

＝ 座長 ＝ 

花田  悦子 氏（全養協 季刊「児童養護」編集委員長／児童養護施設報恩母の家 施設長） 

 

＝ コーディネーター ＝ 

堀  浄 信 氏（社会福祉法人光明童園理事長／児童養護施設光明童園統括園長） 
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（２）第 2研究部会 

＝ テーマ ＝ 

『我々にできる地域家庭支援とは』 

 

＝ 趣旨 ＝ 

令和 6 年度の児童福祉法改正により、今後益々地域における親子への包括的支援が求め

られる。その中で社会的養護施設の果たす役割は何か、各地域の特性に合わせて我々の施

設がどのような形で地域家庭に貢献できるか、各施設の取り組みや方向性を参考にしなが

ら、参加者間の対話を通じて模索する。 

 

＝ 論点（キーワード） ＝ 

○改正児童福祉法 

○要家庭支援 

○予防的支援 

 

＝ 実践発表者 ＝ 

桐原 孝一郎 氏（児童養護施設川内精舎 施設長／北薩児童家庭センター所長） 

西  ゆ き 氏（児童養護施設山家学園 副主任・ユニットリーダー） 

吉 田  凌 氏（児童養護施設山家学園 由布市子育て支援事業担当者） 

 

＝ 幹事 ＝ 

戸泉  茂樹 氏（児童養護施設太陽寮 施設長） 

 

＝ 座長 ＝ 

霜  大 輝 氏（児童養護施設一陽 副施設長 

元こども家庭庁家庭福祉課 社会的養護専門官） 

 

＝ コーディネーター ＝ 

久志  敏則 氏（別府光の園 子ども家庭支援センター長） 
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（３）第 3研究部会 

＝ テーマ ＝ 

『ケアニーズの高い子どもたちとどう向き合うか』 

 

＝ 趣旨 ＝ 

社会的養護施設で生活する児童の中には、愛着障害や発達障害、その他家庭環境による

影響により、施設や学校生活にうまく適応できない児童もおり、施設職員が懸命に対応す

るものの、結果バーンアウトや、不適切な対応への発展など、児童・職員双方のリスクに

繋がる場合も少なくない。それらを軽減するために施設として行うべきことや、他機関と

の連携につき考察する。 

 

＝ 論点（キーワード） ＝ 

○愛着 

○医療的ケア 

○チームアプローチ 

 

＝ 実践発表者 ＝ 

荷取川 律子 氏（児童養護施設漲水学園 保育士） 

中本  理奈 氏（児童養護施設嘉麻学園 児童指導員） 

曲渕 京果 氏（児童養護施設嘉麻学園 心理療法担当職員） 

 

＝ 幹事 ＝ 

山内 奈緒子 氏（児童心理治療施設大村椿の森学園 施設長） 

 

＝ 座長 ＝ 

増 沢  高 氏（子どもの虹情報研修センター 副センタ―長） 

 

＝ コーディネーター ＝ 

松 﨑  剛 氏（児童養護施設福岡子供の家 施設長） 
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（４）第 4研究部会 

＝ テーマ ＝ 

『当事者の視点から、明るい未来のために確かな現在をサポートする』 

 

＝ 趣旨 ＝ 

子どもの権利擁護や意見表明権が注目される中、本当の意味での子どもを中心とした養

育環境が求められている。社会的自立を見据えた生活を営む上で、大切な寝・食・住を主

なテーマとして、子どもたちの声も大事にしながら、どのような環境が子ども達の健全な

養育に望ましいか、参加者と議論・検討する。 

 

＝ 論点（キーワード） ＝ 

○当事者の声（子どもアドボカシー） 

○安心・安全な環境 

○社会的自立（自立支援） 

 

＝ 実践発表者 ＝ 

石井 香代 氏（児童養護施設鐘ヶ浜学園 家庭支援専門相談員・女子棟リーダー） 

松舟 祐也 氏（児童養護施設光明童園 ケアワーカー） 

 

＝ 幹事 ＝ 

川口 賢治 氏（児童養護施設光と緑の園向陽寮 施設長） 

 

＝ 座長 ＝ 

坂口 明夫 氏（社会福祉法人 甘木山学園 理事／ 

子ども家庭支援センターあまぎやま センター長／ 

児童養護施設甘木山学園支援部長） 

 

＝ コーディネーター ＝ 

山下 祈恵 氏（NPO 法人トナリビト 代表）  
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４）第 3日目（6/13(木)）会場：アルカス SASEBO中ホール 
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（１）3 日 目 受 付 08:30～09:00 

※会場の都合により、08:30 以降でなければ入場はできません。 

※参加券はありません。 

 

（２）特 別 講 演 09:00～09:50 

演 題：「自分の使命とは！？ 生まれてきた意義、己を知る！！」  

講 師：佐々木 桂一 氏 

（株式会社グローバル プロダクト プランニング 代表取締役）   

 

（３）シンポジウム 10:00～11:10 

テ ー マ：朝から生討論「子どもの幸福と社会的養護の未来を育むために……」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：松本 幸治 氏（児童養護施設大村子供の家 施設長） 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ：霜  大輝 氏（児童養護施設一陽 副施設長 

元 こども家庭庁 家庭福祉課 社会的養護専門官） 

増沢 高  氏（子どもの虹情報研修センター 副センタ―長） 

花田 悦子 氏（全養協 季刊「児童養護」編集委員長 

児童養護施設 報恩母の家 施設長） 

坂口 明夫 氏（子ども家庭支援センターあまぎやま センター長 

兼 児童養護施設甘木山学園支援部長） 

 

（４）総会・閉会式 11:15～11:45 

① 開 会 の 言 葉 ― 長崎県児童養護施設協議会 副会長 川添 聡 

② 議 長 団 紹 介 

③ 議 長 団 挨 拶  

④ 前年度大会処理報告 ― 佐賀県児童養護施設協議会 会 長 西村 明純 

⑤ 全 体 協 議  

⑥ 大会宣言（案）採択  

⑦ 次年度開催県挨拶 ― 大分県児童養護施設協議会 会 長 衛藤 祐治 

⑧ 閉 会 の 言 葉 ― 長崎県児童養護施設協議会 副会長 伊東 俊祐 

 

※会場の都合により、12:00 までには中ホールより退館願います。 

  

 
3 08:15～09:00 間に打ち合わせを行います（アルカス SASEBO 内楽屋 403・404）。 
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７．表彰 

１）表彰は、九州社会福祉協議会連合会顕彰規程により九州社会福祉協議会連合会長が行う。

なお、勤続年数は 2024（令和 6）年 4 月 1 日（月）現在で算定するものとする。 

２）各施設は推薦書（顕彰規程別紙様式）を各県社会福祉協議会の指定する期日までに提出す

るものとする。 

３）各県社会福祉協議会は、表彰該当者をとりまとめ、2024（令和 6）年 4 月 17 日（水）ま

でに長崎県社会福祉協議会へ郵送で別紙様式「総括表」及び「推薦書」を提出するものと

する。なお、「総括表」は、メールでも提出するものとする。 

４）表彰は、2024（令和 6）年 6 月 11 日（火）の開会式典の中において行うが、表彰者が出席

できない場合は代理を出席させることができるものとする。 

 

【表彰に関する連絡先】 

長崎県社会福祉協議会 地域福祉推進課 

長崎県児童養護施設協議会事務局 

〒852-8555 長崎県長崎市茂里町 3 番 24 号 

TEL：095-844-2056 FAX：095-845-1181  

Mail：dantai@nagasaki-pref-shakyo.jp 

担当：宮田・峰  

 

 

８．参加者の範囲・参加費等 

１）参加者数（推定） 

  約 350 名（最大 400 名） 

 

２）各県参加依頼者数 

福岡県 80 名 佐賀県 30 名 熊本県 40 名 大分県 40 名 

宮崎県 40 名 鹿児島県 40 名 沖縄県 20 名 長崎県 60 名 

 合計 350 名 

 

３）参加者の範囲 

（１）児童養護施設の施設長及び職員 

（２）乳児院の施設長及び職員 

（３）児童心理治療施設の施設長及び職員 

（４）児童自立支援施設の施設長及び職員 

（５）自立援助ホームの施設長及び職員 

（６）母子生活支援施設の施設長及び職員 

（７）児童家庭支援センターの長及び職員 

（８）里親、ファミリーホーム、里親支援機関 

（９）市町村、児童相談所、福祉事務所等、関係行政機関の職員 

（10）社会福祉協議会の職員 

（11）民生委員、主任児童委員 

（12）福祉の道を志す大学生・短大生・専門学校生 

（13）その他、特に参加を希望するもの 

  

mailto:dantai@nagasaki-pref-shakyo.jp
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４）研修費 

社会的養育関係施設の職員（上記(1)～(7)の参加申込者） ¥15,000 

大学生・短大生・専門学校生（上記(12)の参加申込者） ¥2,000 

その他（上記(8)～(11)(13)の参加申込者） ¥5,000 

・参加申込後の参加費は返金できません。 

・大会参加者には、大会第 1 日目の受付にて、参加券をご提示いただくと大会資料と引換い

たします。 

 

５）その他の経費 

意見交換会 ¥10,000 

2 日目弁当費 ¥1,200 

 

 

９．大会第 2日目弁当について 

 大会第 2 日目の昼食弁当につきましては、ご注文いただきました方に、長崎名物の「トルコ

ライス」をご用意いたします。 

 

なお、主なアレルギー物質（28 品目中）は以下の 6 種が含まれております。 

卵 乳 小麦 牛肉 鶏肉 豚肉 

※アレルギー除去食の対応はしておりませんので、ご了承ください。 

 

 

１０．【施設毎】研究部会参加者数・バス乗車人数のとりまとめについて 

 本大会では、大会第 1・3 日目と大会第 2 日目の会場が異なり、貸切バスを契約しておりま

す。運転士の人数・労働時間等の問題や、研究部会会場収容人数の関係の調整上、大会申込期

日よりも早くに概数を把握したく考えております。お手数をおかけしますが、施設・団体単位

で 4/5(金)までに下のリンク先（QR コード先）フォームより回答をお願いしたく存じます。 

 なお、こちらのフォームは申し込みとは異なりますので、ご注意ください（申し込みは 11．

記載の名鉄観光様専用サイトにてお願いいたします）。 

https://forms.office.com/r/ikrpXKzpVV    

https://forms.office.com/r/ikrpXKzpVV
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１１．申込について 

１）申込方法 

ア 下記専用サイト（右の QR コード）からお申し込みください。 

http://www.mwt-mice.com/events/kyushu-jido71 

・本大会は、佐世保市観光コンベンション助成金の申請をしております。宿泊予定の方に

つきましては、可能な限り本専用サイトよりお申込みをお願いいたします。 

・ご宿泊も予約をされた方に付きまして、宿泊クーポンは郵送いたしません。「申込完了メ

ール」に記載の書類のみとなりますので、予めご了承ください。 

※念のため、完了メールのコピーを宿泊当日お持ちください（スマホでの完了メール

の写真の提示でも結構です）。 

※翌営業日を過ぎても申込完了メールが届かない場合は、名鉄観光サービス株式会社

長崎支店（TEL：095-824-1200）に御連絡ください。 

※お使いのパソコン等でセキュリティのため、メールの受信拒否設定をされてある場

合は「@mwt.co.jp」ドメインからのメールが受信できるよう設定をお願いします。 

イ  参加希望の研究部会は、必ず第 2 希望まで選択してください。 

ウ  申込みが完了された順に、名鉄観光サービス株式会社長崎支店より「申込完了メール」

が配信されます。「申込完了メール」は今後のご予約（変更等の）確認・清算・ホテルチ

ェックイン等の関係にて重要の書類となりますので、必ず控え（コピー等）をおとりく

ださい。又、申込番号も記載がございます。お振込時に必要となりますので、併せてお

控えください。 

・お振込時には申込者のお名前の前に申込番号を付けてお振込みください 

（例） 申込番号 10 の場合 “ 10 名鉄太郎” 

※施設様にて何名かあわせてお振込み頂く場合には申込者の施設名にてのお振込みで

結構ですが、必ず申込番号もご記入ください。 

・申込完了メールを受領されてから１週間以内に「申込完了メール」に記載の口座にお振

込みをお願いいたします。なお、振込手数料はお客様負担となりますので、予めご了承

ください。 

 

２）申込期間 

 2024（令和 6）年 3 月 21 日（木）～ 4 月 19 日（金）17:00  

※変更・取消については、名鉄観光サービス株式会社 長崎支店へ御連絡をお願いします。 

 

３）参加方法について  

お申込締切・お支払い後（6/ 1(土)以降）、登録アドレスに再度ログインし申込内容 PDF と

参加券等をダウンロードし、各種券は A4 用紙に印刷してご持参いただくようお願いいたし

ます。 

【申込・参加費・宿泊に関する連絡先】 

名鉄観光サービス(株) 長崎支店 

 〒850-0033 

長崎県長崎市万才町 4-15 日本生命長崎ビル新館 4 階 

TEL：095-824-1200 FAX：095-824-1976 

Mail：yutaka.imai@mwt.co.jp 

受付時間：09:30～17:00（土・日・祝日は除く） 

担当：今井・鵜林  

http://www.mwt-mice.com/events/kyushu-jido71
mailto:yutaka.imai@mwt.co.jp
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１２．各手続きの流れ 

 

 

 

１３．個人情報の取扱いについて 

本大会申込書に記載された個人情報は、本大会の運営管理に関する業務以外の目的には使用

しません。なお、本大会参加者名簿として「県名・所属勤務先・氏名・職名・参加研究部会・意

見交換会の出欠」について記載を行います。 

 

 

１４．その他 

 本開催要綱は、3/14(木)時点のものになります。6/1(土)以降に大会参加券を名鉄専用 HP よ

り印刷される際、最新版の開催要綱を閲覧・ダウンロードいただけるよう準備いたします。

お手数をおかけしますが、大会に参加される方々は事前の確認をお願いいたします。 

 大会公式 LINE アカウントを用意する予定としております。こちらも後日ご案内いたします。 

 ご不明な点などございましたら、各種連絡先までお気軽にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大会運営全般に関する連絡先】 

第 71 回九州児童福祉施設職員研究大会事務局 

〒857-0112 長崎県佐世保市柚木町 1848 番地 

児童養護施設若竹の家内 

TEL：0956-46-0500 FAX：0956-46-0501 

Mail：kyuburo71nagasaki@wakatakeryou.jp 

     担当：永𠮷  

 

各参加施設 九州各県社協 

大会事務局 

（若竹の家） 

被表彰者推薦書 被表彰者推薦書 

受付業務 

（名鉄観光サービス㈱） 

参加申込（web） 

参加費･宿泊費･意見交換会費･2 日目弁当費（振込） 

お申し込み完了後、登録アドレスに申込完了メール 

※参加費の振込先口座を記載しております。 

参加券発行（6/1 以降）※印刷は各自 

 

長崎県社協 

推薦依頼書 

各県参加依頼書 

推薦依頼書 

参加依頼書 

mailto:kyuburo71nagasaki@wakatakeryou.jp

